
 長かった内戦が終わって平和になったカンボジアですが、国の復興はなかなか進まず、多くの人々

は貧困に苦しんでいます。特に農村では、貧しかったり親を亡くしたりして学校へすら行けない子

どもや、学校へ行けても途中でやめてしまう子どもが後を断ちません。

 本会では、農村の子どもたちが学校へ行けるようにと、教育資金をサポートしてくれる里親さん

を募集しております。

 思えば 76 年前、敗戦して焦土となった日本を救ってくれたのは、諸外国からの援助でした。カ

ンボジアも食料援助をしてくれました。日本の子どもたちもその恩恵を受け学校に行けるようにな

りました。豊かになった私たちが、今度は困っているアジアの子どもたちを支援する番です。

※お友達グループや職場など、グループ単位でサポートしていただくこともできます。
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 子ども１人につき １年間３万円。
・内訳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
  子どもへ直接支援する額＝12,600円（42％）
　年会費（会の運営に回す額）＝17,400円（58％）
・子どもへの直接支援額を高めるよう努力しております。
・一括納入、分割納入（毎月、年２回）のどちらも可。
  所定の郵便振替用紙を使いお振込みください。

・少なくても子どもが学校を卒業するまでの間、支援して
  頂けたら幸いです。やむを得ず子どもが中退する場合も
  ありますが、その際は別な子どもの支援をお願い申し上げます。

・子どもからは概ね６ヶ月に１度、近況を報告する手紙（日本語に
　翻訳）と写真が届きます。
・里親から手紙、プレゼントを届けることができます。
 （子どもから写真とお礼の手紙が届きます）

【教育里親会費】

【支援する期間】

【子どもとの交流】

Facebook に本会の活動を随時投稿しています　Facebook に本会の活動を随時投稿しています　

　

世
界
中
が
コ
ロ
ナ
に
振
り
回
さ
れ
て
い

る
間
に
、ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
イ
ス
ラ

ム
原
理
主
義
を
掲
げ
た
タ
リ
バ
ン
が
政

権
を
掌
握
、歴
史
が
20
年
前
に
逆
戻
り
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。や
っ
と
根
付
い
た
民

主
主
義
が
、崩
壊
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

住
民
た
ち
が
空
港
に
押
し
寄
せ
、国
外

脱
出
を
は
か
る
様
を
テ
レ
ビ
で
見
て
い

て
、40
年
前
に
ポ
ル
ポ
ト
が
首
都
プ
ノ
ン

ペ
ン
を
制
圧
し
た
時
に
、多
く
の
外
国
人

が
国
外
脱
出
し
た
光
景
を
思
い
起
こ
し

ま
し
た
。(

映
画 

キ
リ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド)

　

し
か
し
住
民
は
脱
出
で
き
ず（
む
し
ろ

歓
迎
し
て
い
た
）、豹
変
し
た
ポ
ル
ポ
ト

政
権
は
以
後
４
年
近
く
に
わ
た
り
拷
問

や
殺
戮
を
繰
り
返
し
、病
気
や
餓
死
を
加

え
る
と
１
５
０
万
人
〜
２
０
０
万
人
が

命
を
落
と
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

１
９
７
９
年
に
ポ
ル
ポ
ト
政
権
が
崩

壊
し
て
か
ら
も
長
い
間
内
戦
が
続
き
ま

し
た
が
、１
９
９
１
年
に
紛
争
各
派
が
フ

ラ
ン
ス
の
パ
リ
に
集
ま
っ
て
平
和
協
定
が

結
ば
れ
、よ
う
や
く
平
和
の
兆
し
が
見
え

て
き
ま
し
た
。

　

１
９
９
３
年
に
国
連
の
指
導
で
普
通

選
挙
が
行
わ
れ
、民
主
化
が
一
気
に
進
ん

だ
か
に
見
え
ま
し
た
が
、２
０
１
０
年
代

に
な
る
と
与
党（
人
民
党
）に
よ
る
野
党
へ

の
締
め
付
け
が
強
化
さ
れ
、現
在
は
野
党

不
在
の
事
実
上
一
党
独
裁
の
国
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。デ
モ
や
集
会
な
ど
政
治

活
動
は
一
切
禁
じ
ら
れ
て
い
て
、街
は
不

気
味
な
ほ
ど
静
か
で
す
。こ
ち
ら
も
元
に

戻
り
そ
う
な
気
配
を
感
じ
ま
す
。

　

東
南
ア
ジ
ア
に
目
を
向
け
る
と
、タ
イ

と
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
軍
が
政
権
を
掌
握
し
、

民
主
主
義
を
否
定
す
る
専
制
国
家
の
道

を
歩
み
始
め
ま
し
た
。他
の
国
が
追
随
し

な
い
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

　

思
え
ば
日
本
も
、76
年
前
ま
で
軍
国
主

義
の
も
と
、世
界
中
を
相
手
に
戦
争
を
し

て
い
ま
し
た
が
終
戦
、Ｇ
Ｈ
Ｑ（
連
合
国

軍
総
司
令
部
）の
占
領
を
経
て
１
９
５
２

年
に
主
権
を
回
復
、民
主
主
義
を
標
榜
す

る
平
和
国
家
と
し
て
新
た
に
出
発
、様
々

な
課
題
を
抱
え
つ
つ
も
、何
と
か
持
ち
こ

た
え
今
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
が
、恒
久
平
和
、

民
主
主
義
、人
権
尊
重
な
ど
普
遍
的
価
値

観
を
共
有
す
る
民
主
主
義
国
家
と
し
て
、

ア
ジ
ア
を
リ
ー
ド
す
る
こ
と
を
夢
み
て
い

ま
す
。

民
主
主
義
が
試
さ
れ
て
い
る

民
主
主
義
が
試
さ
れ
て
い
る

民
主
主
義
が
試
さ
れ
て
い
る

根

岸

恒

次

小学校の校舎建設が始まりました
「味の素グループ労働組合」が資金協力

　「味の素グループ労働組合」（本部＝東京都中央区京橋）の資金協力により、カンボ
ジアで小学校の校舎建設が始まった。レンガ造りの平屋建てで教室の数は４つ、机や
椅子、黒板などの備品付き。
　校舎を建てるのは「チョロチョロウポテイサル小学校」（クラチェ県スヌオル郡、生徒
数＝460人）、首都プノンペンから車で５時間かかる内陸にある、老朽化した木造校
舎が１棟あるだけの小さな小学校だ。　　　　　　　　　　　　
　生徒数が多いため午前・午後の２部制授業を行い、教室不足のため一部の生徒は
近所のお寺を借りて勉強している。
　建設工事に先立ち７月28日、村民ら約200人が集い、クラチェ県のワー・トーン知
事が出席して着工式を行った。
　８月から工事が始まり、11月末までの完成を目指し建設工事が進んでいる。事故
なく安全に進行するよう、祈願したい。

　前号にて既報の通り「桐生赤城ロータリークラブ」
がカンボジアの小学校に井戸１基とトイレ１棟を寄
贈してくれたが、その報告のため、桐生市内で開かれ
た同クラブの例会（８月３日開催、40人参加）に根岸
理事長が出席、６月30日に現地で行われた贈呈式で
撮った動画を会場で上映しながら、詳細を説明した。
　同クラブは、コロナが落ち着いたら現地を訪問し、
完成した井戸とトイレを視察しながら、生徒たちとも交
流したいと話していた。

着工式の様子着工式の様子

感謝状を渡しました

子どもは国の宝

工事現場の前に集まる生徒たち工事現場の前に集まる生徒たち

「桐生赤城ロータリークラブ」例会に根岸理事長が出席

　コロナ禍の世の中になり日常生活にZOOMが定着したが、カンボジア訪問が叶
わぬ昨今、現地情報をZOOMで紹介す
るオンライン交流会を毎月第一土曜日
の午前中に開催中。８月は７日に、９月
は４日に開催、常に15人前後の皆さん
が参加している。
　参加を希望する方は事務局までご連
絡を。スマホやパソコンをお持ちの方な
ら、どなたでも参加可能。

ZOOMオンライン交流会を毎月開催　

里
親
さ
ん
あ
り
が
と
う
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本会は 20 0 3 年１月に東京都よりＮＰＯ法人の認証を受けました本会は 20 0 3 年１月に東京都よりＮＰＯ法人の認証を受けました

ウオッチ
カンボジア
ウオッチ
カンボジア

■
静
か
な
ア
ン
コ
ー
ル

　
ワ
ッ
ト

「
ク
メ
ー
ル
教
育
里
親
基
金
」
で
は
、
教
育
支
援
を
希
望
す
る
カ
ン
ボ
ジ
ア

の
子
ど
も
た
ち
を
、
会
報
紙
面
で
紹
介
い
た
し
ま
す
。
支
援
し
て
く
だ
さ
る

方
は
、
子
ど
も
の
名
前
を
添
え
て
、
事
務
局
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

（
先
に
里
親
が
確
定
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
承
知
く
だ
さ
い
）

　

ま
た
、
既
に
里
子
を
お
持
ち
の
方
も
歓
迎
い
た
し
ま
す
。
顔
の
見
え
る
マ

ン
・
ツ
ー
・
マ
ン
の
教
育
支
援
で
す
。

教育支援を
お願いします！
☎
０
３
・
３
９
９
１
・
２
８
５
４　

ジ
ャ
ン
・

シ
レ
イ
キ
ア
ー
ち
ゃ
ん

︵
女
の
子
︶

●家族構成＝両親が離婚、両方とも
　再婚して自宅に戻らない。兄弟な
　し。現在祖母、いとこ２人と暮らす。
●好きなこと＝本を読むこと。
●学校まで徒歩で20分。

チアシム小学校
４年生（９歳）

ホ
ン
・
キ
ム
ヒ
ア
ン
君

︵
男
の
子
︶

●家族構成＝両親離婚、母親のみ。
　弟が２人いる。現在母親、弟と暮
　らす。
●好きなこと＝サッカーをすること。
●学校まで徒歩で15分。

●
両
親
離
婚
し
、
母
親
は
プ
ノ
ン
ペ
ン
の
縫

　

製
工
場
で
働
く
。
妹
が
２
人
い
る
。
現
在

　

叔
母
、
妹
と
暮
ら
す
。

●
好
き
な
こ
と
＝
本
を
読
む
こ
と
。

●
学
校
ま
で
徒
歩
で
20
分
。

ソムブール小学校
５年生（11歳）

ト
ー
チ
・
ス
レ
イ
ネ
ッ
ト
ち
ゃ
ん

︵
女
の
子
︶

ソムブール小学校
３年生（10歳）

●
両
親
が
離
婚
、
両
方
と
も
再
婚
し
て
自
宅

　

に
戻
ら
な
い
。
兄
弟
な
し
。
現
在
祖
母
、

　

い
と
こ
２
人
と
暮
ら
す
。

●
好
き
な
こ
と
＝
サ
ッ
カ
ー
を
す
る
こ
と
。

●
学
校
ま
で
徒
歩
で
15
分
。

ソムブール小学校
６年生（12歳）

ポ
ー
ン
・
ピ
ア
ッ
ク
ダ
イ
君

︵
男
の
子
︶

チアシム小学校
１年生（５歳）

ヴ
ォ
ン
・

ジ
ェ
ン
ジ
ュ
リ
ー
ち
ゃ
ん

︵
女
の
子
︶

●家族構成＝両親離婚し、母親は
　プノンペンの縫製工場で働く。
　兄弟なし。祖母ほか数人で暮らす。
●好きなこと＝ぬいぐるみと遊ぶこと。
●学校まで徒歩で20分。

　

日
本
の
観
光
地
に

は
景
品
を
ゲ
ッ
ト
で

き
る
射
的
の
店
が
あ

る
が
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

で
は
実
弾
射
撃
場
が

あ
る
。
プ
ノ
ン
ペ
ン

市
内
に
あ
る
こ
の
射

撃
場
は
、
ラ
イ
フ
ル

39
発
が
40
ド
ル
、拳

銃
50
発
が
90
ド
ル
と

い
う
。高
価
な
遊
び
だ
が
マ
ニ
ア

に
は
垂
涎
の
場
所
。

氷屋

   

０
３
・
３
５
５
７
・
１
２
１
３

FAX

投稿投稿

青木貴之（プノンペン在住、会社員）

カンボジアの希少品

■
実
弾
射
撃
場

　この程カンボジアの小学校に、手押しポンプ
式井戸が３つ完成した。
　カンボジアの小学校はコロナの影響で断続的
に休校しており、長い間井戸建設ができなかっ
たが、学校や村の協力で前号にて既報の通り６
月に井戸３基が完成した。更に７月には３つの
小学校に井戸が完成、７月 29 日に現地スタッ
フが小学校を訪問してミニ贈呈式を行った。
　完成したのは、澤木和子様寄贈の「ダンヘッ
ト小学校」（トゥボンクモム県メーモット郡、
生徒数＝46 人）、根谷崎百合子様寄贈の「チュ
レイルーン小学校」（トゥボンクモム県メーモッ
ト郡、生徒数＝378人）、松原睦美様寄贈の「ト
モータダオーク小学校」（トゥボンクモム県メー
モット郡、生徒数＝45人）の３つの小学校。
　依然として学校が休校中のため、近所に住む
生徒たちが集い、少人数で井戸の完成を祝った。
　井戸の深さは平均して約 40 メートル、ヒ素
などの水質検査を実施しているので、生徒や
村民には安心・安全な井戸水を提供すること
ができる。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
、世
界
遺
産
ア
ン
コ
ー
ル

ワ
ッ
ト
は
ご
覧
の
あ
り
さ
ま
。訪
れ
る
の

は
、無
料
で
入
場

で
き
る
カ
ン
ボ

ジ
ア
人
ば
か
り
。

外
国
人
の
受
け

入
れ
は
い
つ
に
な

る
こ
と
や
ら
。

■
景
品
は
車

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
、物
を
買
う

と
抽
選
券
が
付
い
て
く
る
こ
と
が

多
く
、
最
近

知
り
合
い
が

電
話
の
プ
リ

ペ
ー
ド
カ
ー

ド
を
買
っ
た

ら
自
家
用
車

が
当
た
っ

た
。
２
〜
３

年
前
に
も
、

知
り
合
い
が

ビ
ー
ル
を

買
っ
た
ら
車
が
当
た
っ
た
り
、ヤ
マ

ハ
の
バ
イ
ク
が
当
た
っ
た
り
と
豪

勢
だ
。中
古
品
な
の
で
、乗
れ
る

か
ど
う
か
心
配
で
は
あ
る
。

■
船
も
売
り
出
し
に

　

コ
ロ
ナ
禍
で
乗
客
が
見

込
め
な
い
た
め
、
ト
ン
レ

サ
ッ
プ
川
や
メ
コ
ン
川
を

周
遊
す
る
船
が
売
り
出
し

に
で
て
い
る
。値
段
は
２
万

ド
ル
と
か
。こ
の
時
期
、買

い
手
は
い
そ
う
に
な
い
。

カンボシアの小学校に３つの井戸が完成

投稿

　カンボジアの「シアヌークビル」はきれ

いな海岸が有名でしたが、この３年間で景

色がずいぶん変わりました。中国が支援し

てインフラ整備し、中国人投資家が集まる

場所になりました。

　コロナの時期です

が、ホテル、カジ

ノ、スーパーマー

ケットが次々建てら

れています。

　シアヌークビル

は、いずれ第二の上

海（シャンハイ）に

なるだろうと、カン

ボジア国民は予想し

ています。

投稿投稿

中村善信（プノンペン在住、喫茶店経営）

カンボジアのお寺さん、
    日本と大きく違うところ

　日本と違い、カンボジアのお寺さんは開放的で自由に出入りで

きて、地元の方々ものんびりゆったり過ごされています。

　お寺の敷地内にカフェがあったりします。常設のお店や、毎日

移動して来られるお店もあります。パンがあったり、インスタン

トラーメンがある場合もあります。年中果物が豊富に収穫できる

お国柄、果物販売されているお店もあります。

　境内にはテーブルや椅子もあります。皆さんお話されたり、ス

マホをさわったり、勉強しておられる方、さまざまです。

　樹木の下の日陰は意外と涼しいです。また静かで、クルマの騒

音もしません。

　カンボジアに来られ

る方、ぜひとも滞在先

の近くのお寺さんを訪

問されてください。

パンニャ
（プノンペン在住、旅行会社経営）

第二の上海になりそう　
　シャンハイ　

変貌したシアヌーク
ビルの街並み

澤木 和子様寄贈の井戸

根谷崎 百合子様寄贈の井戸

松原 睦美様寄贈の井戸

お寺の様子

投稿

　私の買い物の基準として、丈夫で機能的そして珍しい物が欲し

いのですが、今回はその望みをかなえる市場「プサータクト

ラー」を紹介させて頂きます。

　「プサータクトラー」（タクトラー市場）は公務員、警察、軍

隊のグッツを主に売っています。プノンペン国際空港から街の方

へ行く途中の右側にあります。

　カンボジア軍はもちろん、タイ王国、中国、韓国、アメリカな

どの迷彩服なども売っています。

　迷彩服は、カンボジアのオジサンの作業服のように着られる事

が多いのですが、丈夫で機能的な作りですし、普通の国では一般

人が買うことはできません

ので、とても希少です。

　公務員の制服も、階級章

などをつけなければ一般人

でも着て良いそうで、普通

に売ってくれます。珍しい

物を手に入れたいという、

男児の心をくすぐる楽しい

市場です

タクトラー市場

（ブログ、なかやんの

プノンペン滞在記を毎

日公開しています。ご

覧になってください）

射撃場射撃場

周遊船周遊船

景品の中古車景品の中古車

ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
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本
会
で
は
、
病
気
や
事
故
、
親
の
離
婚
な
ど
に
よ
り
両
親
や
片
親
を
な
く
し
た
り
、
親

が
い
て
も
貧
し
い
家
庭
環
境
に
あ
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
２
０
０
３
年
に
﹁
ク
メ
ー
ル
教
育
里
親
基
金
﹂
を
創
設
、
現
在
３
０
５

人
の
子
ど
も
た
ち
を
教
育
支
援
し
て
い
る
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
爆
発
に
よ
り
３
月
以
降
、
全
国
す

べ
て
の
学
校
が
休
校
と
な
っ
た
が
、
生
徒
た
ち
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
ん
で
お
り
、

近
々
に
授
業
再
開
の
情
報
が
あ
る
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
も
十
代
以
下
は
ほ
と
ん
ど
罹
ら
な
い

病
気
な
の
で
、
早
く
再
開
し
て
あ
げ
て
ほ
し
い
。

　
里
子
訪
問
が
難
し
い
中
、
Z
o
o
m
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
里
子
訪
問
が
毎
週
行
わ
れ
て

い
る
。

　
里
親
さ
ん
の
多
く
が
高
齢
の
た
め
、
Z
o
o
m
と
か
オ
ン
ラ

イ
ン
と
聞
く
だ
け
で
拒
否
反
応
を
示
す
方
が
多
い
が
、
実
際

や
っ
て
み
る
と
意
外
に
簡
単
。
若
い
方
は
得
意
な
の
で
、
お
子

さ
ん
や
お
孫
さ
ん
に
セ
ッ
ト
し
て
も
ら
い
挑
戦
し
て
ほ
し
い
。

シ
ニ
ア
で
も
詳
し
い
方
が
い
る
の
で
、
お
友
達
に
お
願
い
し
て

み
て
は
い
か
が
？
　
　

　
Z
o
o
m
オ
ン
ラ
イ
ン
里
子
訪
問
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事

務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
を
。
☎
０
３―

３
９
９
１―

２
８
５
４

　本会のカンボジア事務所では現
地スタッフが、教育里子が通学す
る小学校（27校）を隔月に訪問、
教育里親様より頂戴した年会費（1
人の里子につき３万円）の中か
ら、42％に当たる12,600円を６回
に分け、米ドルに換金して届けて
いる。
　中学校、高等学校に通う教育里
子も出身校の小学校に集まり、支
援金を受け取っている。
　８月上旬に６月と７月分を、現地
スタッフが各学校を回り届けた。
　カンボジアの学校は、コロナウ
イルスの感染
拡大により休
校中。生徒た
ちのワクチン
接種が済めば
再開する予
定。

里子への教育支援金を
隔月に届けています

・ 通学用かばん 3,000 円

(手紙はメールで、現地に送ります)

支援金を届けました

投稿投稿

　８月７日に、里子ソイ・ソペアの自宅と私の家との間でZoomを利用した里子訪問を試みたが、

電波が不安定で途中で中止した。

　後日スタッフが電波の安定したガソリンスタンドを見つけ、８月20日に里子をその場所まで連

れ出して、今回のZoom里子訪問となった。

　私が里親になったのは、ソペアが２年生の頃だった。それから自宅訪問で１回、学校訪問でソ

ペアと偶然に出会ってから、三度目の面会となった。

　あの小さかった幼子が、身長が160㎝を超える立派な中学生になっていた。家事手伝いをよくし

ているらしく、日焼けした笑顔で私を画面上で出迎えた。高校に進学して将来は軍隊に入りたい

と、はっきりした目標を話してくれた。

　母親が出稼ぎから戻って家の近くの縫製工場に勤務したので、一緒に暮らせることが今は一番

うれしいことや、コロナで学校が

休校中で、スマホでオンライン授

業を受けているが、自分にはスマ

ホがないので、友達のスマホを一

緒に見せてもらいながら勉強して

いることなどを話してくれた。

　鮮明な画面を通じて話している

うちに、直接会っている錯覚に

陥った。

　あっという間の30分だった。ま

たＺoomでの再会を約束して手を

振った。

及川英博
（岩手県、法人副理事長・里親会員）

Ｚoomオンラインの里子訪問　投稿投稿

　創立２０周年、おめでとうございます。

　２００７年から里親

として、現在２人の子

どもを支援させていた

だいています。

　２０１１年「カンボ

ジアふれあいの旅」に

参加し、初めて支援し

た女の子に会いに行き

ました。うる覚えのク

メール語で挨拶し、お

互い嬉し恥ずかしかっ

たことを、昨日のこと

のように思い出します。

　初めてのカンボジアでしたが、根岸理事長や参加した会

員さんたちが声をかけてくださり、本当に心強く感謝して

います。会報で、あの時出会った方々の名前を見ると懐か

しく、再びカンボジアに行きたいなと思い出します。

　一日も早く今の状況が落ち着き、世界が平和で、国の行

き来が自由にできますように願います。

　皆様もどうぞお体を大切に、いつか会える日を楽しみに

しています。　

宍野清美（鹿児島県、里親会員）

またカンボジアに行きたいな

好評につき、前号に続いて「子どもたちの笑顔」を掲載します。コロナもいつか終息し、
通常の生活に戻る日がやがておとずれるでしょう。

子どもたちのように、明るい笑顔で暮らしたいものです。

好評につき、前号に続いて「子どもたちの笑顔」を掲載します。コロナもいつか終息し、
通常の生活に戻る日がやがておとずれるでしょう。

子どもたちのように、明るい笑顔で暮らしたいものです。

子どもたちの笑顔 写真提供：遠藤 啓様

オンラインでこんにちは

岩手県会員の皆さん 廊下にカンボジアコーナーを常設

授業再開を待つ里子たち

　７月30日、及川英博副理事長（岩手県奥州市在住）が
１年半ぶりに、「平田小学校」（岩手県釡石市）を佐々木
会員と共に訪問した。
　「平田小学校」はカンボジアの「プレチーク小学校」
（トゥボンクモム県、生徒数＝約６百人）と絵画や写真
を通じて生徒間で交流していたが、コロナ禍により昨年
３月から途絶えている。
　「平田小学校」は夏休みに入り担当の先生も変わった
が、廊下にはカンボジアコーナーが常設されていて、今
までの交流作品が展示されていた。
　コロナが終息すれば交流が再開されることだろう。

・・・・直接会っている錯覚・・・・

及川副理事長が平田小学校を訪問
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●教育里親会員　　　２２０名
●個人会員　　　　　　７６名
●団体会員　　　　　１０団体
●寄付協力者（単発）　５９名
　合　　　計　　　　３６５名

本会の会員状況をお知らせいたします
（2021年８月末日現在）

　本会では、書き損じハガキ・未使用の切手やビー

ル券やデパートの商品券を集め、活動資金にしてお

ります。皆様の家に眠っているものがございました

ら、ぜひ、ご協力くださいますよう、よろしくお願

い致します。普通郵便で事務局へお送りください。

・ 
教
育
里
親
会
員
　

　
子
ど
も
た
ち
へ
直
接
払
う
年
額

　
　
　
　
　
１
万
２
千
６
百
円
︵
42
％
︶

　
会
の
運
営
に
回
す
年
額

　
　
　
　
　
１
万
７
千
４
百
円
︵
58
％
︶

正
会
員
と
し
て

教育里親会員　入 会 申 込 書 年 　 月 　 日

き り と り

氏
名

住
所

備
　
考

生 年 月 日

(TEL)

ふ り が な

年 　 　 　 　 月 　 　 　 　 日

〒

１. サポートしてくださる子どもの人数　　[　　　　　　]　人

２. サポートしてくださる子どもの性別　　① 男の子　　　　　　　② 女の子　　　　　　　③ どちらでも

３. その他　[ 具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　]　　　　　　　

＊入会してくださる方は所定の事項をご記入のうえ、本会事務局までお送りください。　　　　　　
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催
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台
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情
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。
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ボ
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る

　
べ
く
沢
山
の
現
地
情
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情
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～東京オリンピック参加～
春さんのカンボジアレポート

里親会員　　鈴木春男（カンボジア・シェムリアップ在住）

　世界最大の災禍「武漢コロナ」の中、一年遅れて
「2020＋１東京オリンピック」が開催されました。コロ
ナ禍がさざ波状態の東京でこそ開催できました。これ
にカンボジアも参加しました。
　カンボジアは戦争と政治的混乱のため、1972年か
ら1992年の間は参加しませんでしたが、1994年に
国際オリンピック委員会（IOC）に復帰し、1996年以
来すべてのオリンピックに参加しています。
　今回、カンボジア王国からは役員・選手で８人の代表団が参加しました。出場した選手は３人で、
水泳自由形50メートルのクメールブンピクモラカット（女子）・ヘムプッチ（男子）と、陸上100メートル
走のペンソコン（男子）です。前回のリオ・オリンピックにマラソンで参加したチュマール・ヒロシ（元日
本人・猫ひろし）は参加しませんでした。
　成績は３人共健闘して自己記録を更新しましたが、予選通過できませんでした。
　今大会でフィリピンの重量挙げの選手が、97年目にして初の金メダルを獲得し、フィリピンは国中
がお祭り騒ぎになりました。カンボジアはいつの日になるのでしょうか。待ち遠しいです。

貝を売る少女(プノンペン市内)

投稿投稿

　今年の春に示された「世界人口白書2021」によると、現在の世界人口は78億7500万人

だとのこと。つまり70億人を突破した2011年から僅か10年でこんなに多く増加したとい

うことです。この様子では、来年末あたりには80憶人まで増加してしまうかもしれませ

ん。更にこのまま増え続けた場合、2100年には150億人をも超えるかもしれないという、

信じられないような数字も記されていました。

　昨今の異常気象による世界各地で発生している災害が、地球温暖化対策に乗り出すきっかけを与えてはいる

ものの、北極海の氷だけでなく、温暖化を促進する海底に眠っていたメタンハイドレードの氷解も既に始まっ

ているそうで、もはや手遅れだとの報告もあります。

　既に南海の海抜の低い島々では、海水面上昇により生活圏が脅かされていますが、国連の気候変動に関する

報告書によると、海面上昇幅は2100年までに２メートルを超える可能性があるとのことです。

　そうなってしまうと、フランスとドイツ、スペイン、英国を合わせた面積が海面下に没してしまうとのこ

と。となれば、人々の住む場所が追われるだけでなく、農作物を生産する平地も水没し、現在の２倍以上に膨

れ上がった人口を補うだけの食料が生産できなくなることも予想されます。もしそうなってしまった場合、食

料の奪い合いで世界は大混乱となってしまうことでしょう。

　2015年のパリ協定で示された各国のＣＯ２排出量削減目標どおりに進んだとしても、地球温暖化のスピード

がやや弱まるだけで進行を止めることは不可能です。だとすると、私達にできることは、これから予想される

地球環境でも生き続けられる人口を保つことしかありません。

　それでは、加速度的に増え続ける世界人口を抑制するにはどうすればよいのか。そのヒントも、これまでの

世界人口白書に記されていました。（次号へ続く）

佐々木英介（東京都、里親会員)

未来を生きる子どもたちの為に私達がすべきこと
世界人口増加と地球温暖化

ト
ン
レ
サ
ッ
プ
湖
の
子
ど
も
た
ち

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ト
ン
レ
サ
ッ
プ
湖
は
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島

最
大
の
湖
、こ
こ
で
水
上
生
活
を
し
て
い
る
人
は
1
0
0

万
人
以
上
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。こ
こ
で
も
子
ど
も
た
ち

の
笑
顔
が
ま
ぶ
し
そ
う
。

写
真
提
供

中
村
善
信 

様

カンボジアも人口増加


